186はざ構想
～波佐地区の観光を立ち寄り型から滞在型へ～

[bookmark: _GoBack]　金城町波佐地区は、国道186号が地区内の幹線道路でありながら観光資源が少なく、立ち寄りとして訪れる方が多い状況となっています。この地区にこられる観光客が「立ち寄り型」ではなく、目的地として波佐を選択する「滞在型」となるよう、地域の中心的な施設である「浜田市縁の里地域振興施設（小波の郷）」の周辺を総合レジャー施設として整備する計画を共同事業体「186はざ」が策定しました。

　目的地として選ばれるためには、4つの要素を計画しています。
　　① 遊び：渓流サウナや川や森を活用したアクティビティ
　　② 食事：波佐ならではの鮎やジビエ、野菜など、浜田市特産の海産物を中心にしたBBQなど
　　③ 宿泊：芝生広場を活用したオートキャンプ場
　　　　　　 空き家を活用した民泊事業も将来的に実施予定
　　④ 土産の購入：小波の郷での特産品の販売
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[image: ]
image1.emf
浜田市所有浜田市縁の里地域振興施設（小波の郷）県有地簡易パーキング民間施設（㈱Ａｄｅｌｏが借用）Cafe & Bal Sufu（カフェアンドバルスフ）旧ほたる湯館を改装民間施設（㈱Ａｄｅｌｏ所有）旧グラウンドゴルフ場（キャンプ場として整備予定）至浜田市内至広島国道186号周布川


